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寒暖の差が大きい季節ですが，お身体に気を付け

て作業しましょう。 

 

３月 11 日,「イチゴ狩り＆交流会 in 筑西市」が開催され

ました。このイベントは、平成 28 年 4 月に発足した筑西

4H クラブが企画したものです。若手農業者が地域農業や

自身の取組を PR し，広く一般の方に農業に関心を持って

もらうことを目的に開催されました。当日は，筑西 4H ク

ラブ員および農業に興味がある女性，総勢 27 名が参加し

大盛況でした。 

 

 

果実ていあ部に病斑の発生が見られます。見逃しやすいので注意が必要です!! 

 黒星病斑の果実への発生割合を部位ごとに調査したところ（下表），果実側面に次いで,「果実ていあ部」の

発生割合が高いことが分かりました。果軸，果実側面，果軸付け根の病斑は，棚下から見て，見つけやすい位

置にあるため，通常の摘果作業で取り除くことが容易ですが，果実ていあ部で発生する黒星病斑は，病斑が小

さい傾向にあり，下からは非常に見えにくく，通常の摘果作業では見逃してしまいます。一度果実を指で押し

下げて，ていあ部の状態を確認してから摘果するよう心掛けましょう！ 

 

 

 

 

イベントでは，まず，有限会社ファームオアシスを訪問し，農業経営士の篠崎経営士からイチゴ狩り

のコツをお聞きした後，班ごとに分かれてイチゴ狩りを楽しみました。みずみずしいイチゴを堪能した

後，経営士が経営するケーキ屋さん「ラシーヌ」を見学し，飼育されているジャージー牛とも触れ合い

ました。イチゴ狩りの後は会場を移し，交流会を行いました。参加した 4H クラブ員は，自らの経営や

農業に対する熱い気持ちを積極的に PR していました。 

 筑西 4H クラブとしてこのイベントの開催は初めてでしたが，地域農業や若手農業者の PR の場とし

て有意義なイベントとなりました。 

 

 

 

 

 

 
  写真 果実ていあ部に発生した黒星

病斑  
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県西農林事務所経営・普及部門 平成 28 年調査 

黒星病斑の部位ごとの発生割合(罹病果実 115 果で発生割合を調査)  

 

 

 



 

課長 山中賢一（経営） 

主査 矢部高志（作物）☆ 

技師 梶山康平（果樹） 

技師 今瀬諒司（―）☆ 

技師 佐藤元子（―） 

主任 嶋川真理子 育休 

（アグリビジネス） 

 

部門長 樫村英一 ☆ 

課長  髙木嘉明（作物） 

専門員 岩瀬明人（野菜） 

専門員 興津正一（作物） 

専門員 檜山佳子（果樹） 

嘱託  大畑 明 

嘱託  廣瀬充香 

課長  山崎和幸（野菜）☆ 

専門員 袴塚紀代美（野菜） 

専門員 佐藤眞里（花き） 

主任  齊藤賀一（作物）☆ 

技師  古矢桃子（野菜） 

嘱託  櫻井鎮雄 

 

 

 

 

課長 多比良和生（果樹） 

主査 吉川 勇（果樹）☆ 

主任 須藤 立（畜産） 

技師 阿久津理（作物） 

技師 谷口諒人（野菜） 

H29 年度経営・普及部門（普及センター）新体制について 

☆印は今年赴任した職員 
普及員ひとりごと 

～今瀬諒司～ 

4月から新規採用職員と

して筑西普及センターに

配属されました今瀬です。 

まだまだ分からないこと

ばかりですが，早く皆様の

お役にたてるように努力

して参ります。ご迷惑をお

かけすることもあるかと

思いますが，何卒よろしく

お願いします。 

 
～編集後記～ 

今月号から担当になりま

した。初めての編集作業は

悪戦苦闘でしたが，見やす

い紙面を目指して頑張り

ます。ご意見お待ちしてお

ります。（今瀬） 

ほ場の観察をきめ細かく行い，アザミウマ類の早め

の防除を心がけてください。H28 年は 6 月の下旬，

H27 は 5 月の下旬に最初の発生のピークがありまし

た(右図)。ほ場内およびほ場周辺の雑草防除の徹底や光

反射マルチの活用，栽培終了後のハウスの密閉処理な

ど，耕種的・物理的防除を組み合わせて，地域で総合

的に防除しましょう。 

 

イネ縞葉枯病は，育苗箱施薬剤を用いることで，生育初期の感染被害を軽減できます。これが最も効

果的な防除対策です。 

水田に飛来するヒメトビウンカを初期段階で防除することで，その後の増殖を抑え，被害拡大を防ぎ

ます。地域ぐるみでの一体的な防除の取り組みをお願いします。 

イネ縞葉枯病の防除対策 ～育苗箱施薬剤の使用徹底を～ 

 

今年度はこのメンバーで頑張ります。よろしくお願いいたします。 

 

図 筑西・桜川のコギク露地ほ場での発生消長調査より 

 

 

 


